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急増する東南・南アジアの留学生～その活力をいかに日本へ取り込むか～

第2回地域経営グローバル化戦略シンポジウム
パネルディスカッション

東南・南アジア人材の力をどのように活かしていくか

１．開会

【司会】

・パネルディスカッションは、「東南・南アジア人材の

力をどのように活かしていくか」ということで、議論

を進めたいと思います。

・パネルディスカッションはコーディネータを、当社の

研究員　戸田佑也が務めさせていただきます。よろし

くお願いいたします。

【戸田】  本日コーディネータを務めさせていただきます、

三菱UFJリサーチ＆コンサルティングの戸田と申しま

す。今後どうぞよろしくお願いいたします。

ディスカッションに入る前に、それぞれパネリスト

としてご登壇いただく皆様から、話題提供として、15

分ほど発表いただく予定でございます。まず初めに、

ご登壇いただきますのが、別府市職員の安部純子様で

ございます。安部様は2000年に開学した、立命館ア

ジア太平洋大学（APU）により、全国の自治体の中で

も、特に留学生数の比率が高い別府市の職員でござい

ます。安部様より、「日本一留学生と共生する地域　別

府」と題したお話をいただきたいと思っております。安

部様はAPUの開学以前から、国際交流活動に取り組ま

れておられ、APUの留学生の皆さんとも非常に幅広い

ネットワークをお持ちの方でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。

氏　名 所属・役職

パネリスト 佐藤　由利子 東京工業大学　留学生センター　准教授

パネリスト 安部　純子 別府市職員（元文化国際課）

パネリスト 仙石　琢也 株式会社ジェイケイ・ブランディング
代表取締役

パネリスト 山村　一夫 三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社
外国人活躍推進室　シニアコンサルタント

コーディネータ 戸田　佑也
三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社
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２．話題提供

【安部】  こんにちは。今日はよろしくお願いいたします。

私は別府生まれ、別府育ちですが、私のまち別府とい

うと何をイメージしますか。温泉ですよね。私が生ま

れてからもずっと、温泉のまち。私が生まれた世代か

らすると、修学旅行や慰安旅行の方がたくさんいらっ

しゃっていたまちというイメージ。いつも観光客が溢

れていたまちというイメージです。

今は、もうひとつ別府に名前が付いています。「日本

一留学生と一緒に住むまち」になりました。ところが、

たぶん皆さん別府に来られたら感じられると思います

が、そういうまちだと、まちにいろいろな学生たちや

外国のもの等、何かが目立っているような特徴が出て

いるのかといえば、そういった感じではないのです。

本当に普通に皆が一緒に生活しているまちです。

私は別府生まれ、別府育ちですが、私自身も中学卒

業後、留学生として世界のいろいろなところで生活し

てきました。米国やヨーロッパ等いろいろ留学しまし

たが、最後はニューヨークでずっと生活していました。

ニューヨークというまちは、別府とは比べ物にならな

いぐらい、いろいろな文化、人種、宗教、民族、セクシャ

リティ、ありとあらゆる多様なものが一緒に小さな場

所で住んでいるという土地です。そこで、ものすごく

強い経験もさせてもらいました。今、グローバル化等、

何かいろいろなものが混ざるというと良いイメージだ

と思われていると思いますし、そうであれば良いと思

いますが、実際に暮らしていくということは、自分た

ちがマジョリティだったら大丈夫ですが、何かによっ

て少しでも違う影が見えてきた時に、人間というもの

が、どういう心理が働いていくかということを、とて

も危険なこともたくさんあるということ、そういった

ことと隣り合わせでいるということなのです。常に私

も気をつけて、今別府のまちで、多様な、特に若く、今

からの未来のリーダーとなる人たちと一緒に暮らして

いるので、そういったところには、とても繊細に気を

つけています。

今、別府や日本ではこういったことが始まったとこ

ろですが、歴史的に言えば、この前パリで起こったこ

と、いろいろな国でいろいろな悲しいことがたくさん

起きていることの根源はどこからきたのか。今いろい

ろな現状が起こっていることには、全部過去があり、

今があります。そして、今がある、だから未来があり

ます。その未来に対して、どういう種をまいていくか、

どういうものを育てていくかという、その方向性のビ

ジョンというものを絶対にぶれないように、小さな田

舎のまちで、温泉街ですが、世界に発信できるぐらい

の人間の根本的な種の部分、根の部分にすごく気をつ

けて、毎日皆と生活しています。

少しずつですが、その雰囲気をこちらに写真を用意

したので、パネルで見ていただきたいと思います。こ

れが、私がつくってきた「別府の留学生との共生による

地域の活性化」です。別府というまちは、温泉湧出量、

源泉数が、全国一です。世界でいうと、アメリカのイ

エローストーンが一番ですが、その次ぐらいです。あ

る意味、自然の力がすごくある。地球からの優しい強

いエネルギーは常に感じている場所ではあります。温

泉はまちの至るところにあります。常に温泉というも

のは、誰のものでもないということを毎日裸になって、

皆と共有している文化のあるまちです。別府というま

ちは、港に面していて、海があり、山がある。いろいろ

な方たちがいつもいらっしゃり、去っていく。常に何

か流れているところで、停滞している文化ではないま

安部純子氏
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ちです。あまり知られていないかもしれないが、別府

には米軍キャンプがあり、原爆センターという被ばく

された方々を受け入れる施設もあります。米軍キャン

プがあった後、かなりの戦災孤児の方、もしくは、キャ

ンプの方と日本の方の間にできた子どもたちを受け入

れる施設がいっぱいありました。戦後、ものがない中、

こういうことを皆で受け入れてきました。多かったの

は引き揚げの方たちです。一生懸命働いて、いろいろ

な方たちを受け入れ、自分たちの人生をスタートさせ

る文化が根づいていました。キャンプがなくなった後、

観光地として別府が発展していきました。原爆セン

ターは時代の流れでなくなりました。障害者スポーツ

も別府で始まり、パラリンピックなどいろいろなとこ

ろで活躍している選手も生まれています。新婚旅行や

修学旅行等、まちを歩けないぐらい、町中に浴衣を着

た人等がいっぱいで、商店街もお金を金庫に入れるの

が面倒なのでザルの中に入れて、ザルの中から溢れて

いるぐらいまちが栄えていました。

生まれた時から栄えたまちしか見ていなかったの

で、留学して働いて、帰ってきた時に、別府のまちを見

て驚きました。すべてシャッターが閉まっていて、駅

にも人がひとりも歩いていない。宇宙人に人が連れて

行かれたかのように、ドラマチックなチェンジが別府

のまちにもありました。この先別府のまちをどうして

いくか頭を悩ませていた時に、「リサーチヒルや企業

誘致や映画村を持って来よう」、「もっと大きな温泉施

設をつくろう」等、さまざまな話が出ましたが、私たち

が選んだのは、意外にも、この観光地に世界からの若

者たちを呼んでくるということでした。留学生という

と金髪、青い目、鼻が高くて、足が長いという華やか

なイメージをもっていましたが、アジアの学生という

ことで、当初は結構反対運動が街の中で起きました。

2000年にAPUができましたが、別府で留学生によ

る殺人事件がありました。それも一度ではなく、しか

も留学生を可愛がっていたホストファミリーの方が被

害にあったり、いろいろな事件もありました。

アジアの方が中心ということで、そんなに簡単に話

が進んだわけではなく、いろいろな話し合いをしまし

た。私も1年かけて、各自治会のいろいろなところに

話をしに行きました。何かあれば、「留学生、私たちに

話して下さい」ということを、常に何回も繰り返してい

き、何かあった時の対処法の話をきちんとしたうえで

の受け入れになりました。何も準備がないまま、ただ自

分たちの仮定（イメージ）だけで、外からのものを受け

入れるというのは、お互いのために危険だと思います。

だから、こういった話をさせていただきました。留学

生の数は、全国の自治体の中で、断トツで日本一です。

その国籍数も、ピーク時には100近い国々から来てい

ました。国籍別で言うと、中国、韓国、ベトナム、イン

ドネシア、タイ、ミャンマーといったところです。日本

は安心安全だということで来ていたわけですが、東日

本大震災が起こった3.11以降は留学生数もがくっと

減りました。その時に留学生がしてくれたのは、SNS

等を通して「日本は大丈夫、頑張っている」と発信して

くれたことです。大きなまちで災害にあった子たちが、

親から「大きなまちではあなたのことを知っているひ

とはほとんどいないけれど、別府にいたら、あなたの

ことを誰かが何か知っていたりする。何かあった時に、

ちゃんとつながれる人がいる場所にいてほしいから、

いったん別府に避難しなさい」と言われて、戻ってきて

くれたりしたのは嬉しいことでした。

そういった人たちと、まちとのつながりをもつため

に、毎日「これでもか」というぐらいに交流事業をさ

せてもらっています。食、民族等いろいろな文化の交

流をやっています。小中学校に年間100回以上、留学

生たちを派遣して、子どもたちに世界の国々ことを教

えてもらったり、仲良くなることの楽しさを教えても

らったりしました。このように子どもたちに伝えてい

くということは、次の宝になると思います。

今、現時点で留学生たちをどのように活かしていく

かということを、一時的に日本の経済にどうやってと

いうことではなく、今の留学生たちの在り方を、日本
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の子どもたちに植えておくということ、この経験、思

い出を留学生たちが自国で働くにしても、日本でずっ

と働くにしても、何か基盤になるもの、人間としての

つながりをちゃんともっているということ、後からど

のように成長していくかということで、子どもたち、

留学生たちにもたくさんこういった場をつくらせてい

ただいています。「お互いの大切を尊重する」、今まで

気にならなかった、シエラレオネやニカラグア等の名

前を聞いて、気にしたり心配したりするようになって

きました。スライドの子は、スリランカの子ですが、イ

スラム系です。彼は市民の人たちにイスラムの話をし

てくれることが増えました。去年、別府にモスクがで

きました。市民の人をたくさん招待して、いろいろな

活動を一緒に皆で経験できるようにモスクができ、そ

こには子どもも市民も全員参加できるようになってい

ます。人間が持っている心というのは、世界共通です。

自分の子どもが、海外に出て、働いたり、勉強したり、

生活したりする中で、どのように扱われたいか、どの

ようになってほしいか、そういったことを想像しなが

ら自分たちが受け入れていく。その延長線上には、自

分たちの利益や人がということではなく、皆の笑顔が

その延長線上にあるということをイメージしながら何

か物事を進めていくということが、私にとっては大切

なことだと思い、たとえば別府だと、フィリピンの方

等いろいろな人たちが働いています。特定の人のため

ではなく、世界の皆、誰かの子であり、誰かに愛されて

きた人たちであるということを思って、ひとりひとり

のことを大切に丁寧に、どんな小さな声も必ず皆で聞

いて、分かち合うように、日々を別府で過ごしていま

す。

実はあと300枚ぐらい写真があるのですが、ここま

でにいたします。

最後に、ついこの間、「別府ふるさと大賞」というＣ

Ｍを留学生と一緒につくったのですが、スリランカの

イスラムのアザム君が作った「ふるさとＣＭ大賞」のコ

マーシャルがあります。30秒なので、皆で見ていただ

いてよろしいでしょうか。～ＣＭ30秒を上映～

決して、夢のようなよいことばかりでないところも

ありますが、こうやって彼らが、ＣＭをつくる時に、

「大きな家族みたい」だと言って「Ｗｅ別府Together」

と言い、別府という言葉を新しい彼らの生きる中での

言葉にしてくれたということがとてもうれしかったで

す。ありがとうございました。

【戸田】  ありがとうございました。それでは続いて株式

会社ジェイケイ・ブランディング　代表取締役の仙石

琢也様から「グローバル人材への企業ニーズの高まり」

【世界で求められるユニバーサルタレントとは？】とい

うタイトルで話題提供いただきたいと思います。仙石

様は株式会社ジェイケイ・ブランディングにて、グロー

バル人材の採用、キャリア育成支援、あるいは中小企

業、ベンチャー企業をはじめとした新卒採用コンサル

ティング等に携わっておられます。京都市に拠点を置

かれていて、京都市国際交流協会等とも連携した事業

を展開されていらっしゃいます。仙石様には、留学生

の皆さんの就職について、どういう企業でニーズが高

まっているのかというところも、彼らの長期的な定着

というところでは非常に重要になってくるかと思いま

す。それでは仙石様、よろしくお願いいたします。

【仙石】  改めまして皆さんこんにちは。今、ご紹介いただ

きました仙石でございます。ジェイケイ・ブランディ

ングという会社を設立し、4年目に入っているところ

です。非常にアカデミックな話をしていただいた中

で、私のような商売人が話をするのは、少し場違いか

と思いますが、私自身は就職や採用という情報の業界

で、もう25年になりますが、事業をずっとやらせて

いただいています。前職はジェイブロードという会社

で、人材広告の営業職を10年ほどしながら、その後、

東京に行き、社長を10年ぐらい務めさせていただい

た。地元が京都で、4年前に戻ってきて、創った会社が

ジェイケイ・ブランディングという会社です。京都出

身で立命館大学出身です。そして、この業界でずっと

生きてきました。大学生の新卒採用のための情報誌や
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メディアを今までつくってきたという経験を積んで京

都に戻ってきました。京都というのは、大学のまちと

言われている通り、非常に大学生が多く、市民の10％

ぐらいが学生です。また、京都市はご存じの通り、世界

の観光都市としても、非常に有名な地域です。京都の

ブランド、人材を活かして、今後もっと世界に日本の

ことを発信していけないかということで、会社の名前

は、人材・京都の頭文字をとって、Ｊ（ジェイ）・K（ケイ）

です。世界に対してブランディングを行っていきたい

という思いで、事業をやらせていただいています。

今、進めている事業というのが、「グローバル京都プ

ロジェクト」です。京都市国際交流協会や各種団体、京

都地域留学生交流推進協議会等が、留学生の生活支援

を含め、生活支援、出口の支援も手を組んでやってい

こうというものです。地域ぐるみでこういった事業を

展開しています。私の得意分野だった出口支援を中心

に最初に事業を手掛けています。最初にやったのがイ

ベントです。昨日3月6日に、ジョブフェアを開催し

ました。資料としてイベントの概要をお持ちしていま

す。

ざっと中を見ていただければよいと思いますが、盛

りだくさんの内容で展開しています。特徴的なのが、

「イングリッシュキャリアフェア」と言い、これまで企

業からの英語での情報提供が非常に少なかったため

に、英語しか話せない方々に対しては、提供される情

報が少なくなっていました。そういったところをクリ

アにしていくために、大学と組み、企業に英語でプレ

ゼンしてもらうようなジョブフェアを展開していると

ころです。

私たちが手掛けていることで、一番気をつけている

ことは、これまでも京都市、京都府等がジョブフェア

的なものはずっとやってきたのですが、地元企業だけ

を参加させていた。私のように長くやっている人間か

らすると、これはすごく違和感がありました。「もっと

留学生が求めているような会社を呼んでこないと、そ

もそも学生が集まってくれないのではないか、情報を

見てくれないのではないか」と思い、リノベーション

と言っていますが、これまで培ってきたクライアント・

パートナーに京都にお越しいただき、「ぜひ留学生を採

用してほしい、日本企業に勤めてもらうことを増やし

ていきたい」というつもりで、一緒に事業展開していま

す。お陰様で、京都である、留学生の支援である、とい

うことで、かなり特化したところでやっているという

こともあり、いろいろなメディアで取り上げていただ

いています。このような話は、普段、企業の人事部にお

話しさせていただいていることもあり、採用の面から

見た時に、「こういうことに気をつけてください」とい

うことで話をさせていただいています。今日は趣旨が

違うので飛ばさせていただきます。

これも企業の方に話していますが、大学のランキン

グも非常に変わってきています。グローバル化という

ことで、こういうものを見られるようになってきてい

る。

本題に入らせていただきます。私どもは、ビジネス、

企業の採用側の視点で話をしています。私どもが提言

していること。つまり、「これからの世界で求められる

グローバル人材像とは何か」ということです。ユニバー

サルタレント、グローバルタレントという言葉がいろ

いろなところで議論されています。これについては、

いろいろな話があります。東京大学の総長が発言され

たりしています。社会人基礎力がいる、語学力、コミュ

ニケーション能力がいる、5つのC等がよく言われる

仙石琢也氏
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ことです。

そうした中で、私たちは、ユニバーサルタレントと

いう言葉を新たに提言しています。「ユニバーサルタレ

ントとは何か」と考えた時に、すでに世界のマーケット

を相手に戦っている人材というのは日本にも世界にも

たくさんいます。今の日本企業の中にも、世界マーケッ

ト相手に戦っている方々はたくさんいる。こういった

人たちが、ロールモデルです。彼らが、まさにユニバー

サルタレントなのではないか。こういった人たちを真

似して、「かっこいい、こんな先輩になりたい」等の思

いで、人材を育成していく。私どもは、これを「モデリ

ング教育」と言っている。こういった取り組みが必要に

なるのではないか、もっとこういった人たちの情報を

発信していくべきなのではないかと考えています。

企業に勤めるということだけが、キャリアを形成し

ていくということではないので、イチローや錦織圭の

ような人も含めて、どういったかたちでキャリアを世

界相手に積んでいくのかということが大事なのではな

いかということで定義をしているものです。

さて、この後のパネルディスカッションでも話をさ

せていただきますが、先に私の意見をまとめています。

最初に書いているのは、学生視点、当事者視点という

こと。大学の先生や行政の方というのは、皆さんいろ

いろな議論をされていて、すごく大変だと思いますが、

普段から留学生をたくさん付き合っている私から見る

と、学生視点、学生の意見が少し足りないのではない

かと思います。もっと学生視点に立っての情報提供を

ぜひ心がけてもらいたいと思っています。2つ目は、最

初にも申し上げましたが、英語・多言語での情報提供

というのが、企業も含め、圧倒的に少ないと思います。

特に、日本の中だけでも、東京の学生と、京都を含む地

方の学生との情報格差はとても大きい。私どもは、京

都を中心にして、地方の中心になりたいと思っている。

京都を中心にして、地方の学生にもっとグローバル企

業の情報等を今後伝えていきたいと思います。また、

企業には多言語でのプロモートをもっと力を入れて下

さいと言っています。現状は、留学生の採用にあたっ

て、企業は「日本語がマスト」と言います。日本語が話

せないと採用はできないということを言わずに、これ

からの時代を見据えて、もっと多言語での情報提供を

進めてもらいたいということをお話ししています。

今までやってきたイベントは、このような感じで、

留学生と話をしています。お陰様で、昨日のフェアは、

国で言うと80ヵ国ぐらい800人ぐらいの方にお越

しいただきました。英語でやっているフェアというの

で、非常に評判が良く、アンケートでは98％ぐらいの

方に「来て良かった」と言ってもらっているので非常に

ありがたい話だと思っています。先ほどの一番にもつ

ながりますが、愛（AI）が足りないと言っていますが、

広告業界でプロモートの仕方でAIDMAという法則が

あります。アテンション（Ａ）してインタレスト（Ｉ）、

関心を持たせて、欲求（Ｄ）して、記憶（Ｍ）して、行動

（Ａ）する。行動するというのは、イベントに来る、購買

するということです。日本企業や大学はリクルーティ

ングにおいてになりますが、圧倒的にAI（注意を引い

て、関心をもってもらう）の部分、発信するという力が

非常に弱いと感じています。それでAIが足りないと書

いています。こういったものをどんどん増やしてもら

いたいと思っています。

学生の視点に立つと、SNSやインターネット、ウェ

ブサイトを使うというのが普通です。私はなかなか使

えないが、彼らはこれがスタンダードです。これを使っ

て情報交換するので口コミ効果が大きくなります。特

に留学生は、友だちがそれほど多くないので、こういっ

たものをフル活用します。自分の国の人たちと話をし

たりということを頻繁にする。こういったところも注

意してもらえるとよいと思います。

最後に、耳の痛いところだと思いますが、予算の使

い方について書いています。いろいろなかたちで入口

の送り出しの事業やスーパーグローバルという話につ

いて話が出ると思いますが、いろいろなお金が、国や自

治体から出てくると思いますが、学生のため、学生へ
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の情報提供に使っているケースは結構少ないのではな

いかと思います。聞いていると、たとえば英語の教師、

教員を増やすための人件費が出なくなったというよう

なケースが非常に多いのではないでしょうか。もっと

学生に対してサービスをできるようなところにお金を

使った方がより良いのではないかという話をしており

ます。ここからは、私どものプロモーションにもなり

ますが、ロールモデル、いわゆる、「かっこいいな」とい

うような先輩たちをもっと見せてあげることが一番の

教育活動になるのではないかと考えています。留学生

は皆言います。自分の国の先輩たちが、どんなかたち

でキャリアを積んでいっているのか知りたいが、自国

の言葉や英語でのそういった情報は圧倒的に少ないの

で、日本の企業は「自分たちを求めていないのではない

か」ということになってしまいます。情報が圧倒的に少

ないだけに、自分たちを欲してくれていないのではな

いかということにまでなってしまっている。

各大学には、世界で活躍しているOB・OGの方が

たくさんいると思います。今も留学をどんどんして、

キャリアを積んでいるような在籍者もたくさんいると

思う。こういった方々を留学生、既存のこれから世界

で活躍しようとしている方々に、ロールモデルとして、

もっとどんどん提供してあげてほしいと思っておりま

す。出身大学別、企業別含めて全部、ロールモデルとい

うのを進めてもらえれば、学生としては非常にうれし

いのではないかと考えています。

今まで、こういうものがなかったものですから、私

どもでつくったものを紹介させてもらいます。「World  

Stage」という全部英語のインターネットサイトで、

英語でのロールモデル集になっています。グローバル

人材は、どうしても日本の就職活動に馴染めないので、

通年型で採用の告知をできるようなものをつくってい

こうということで、インターネットサイトを展開して

います。細かいところは、エンプロイヤーブランディ

ングWebサイトと言っていますが、エンプロイヤーブ

ランディングというのは、日本の企業は採用情報や会

社情報を伝える。しかし、海外の企業はそうではなく、

アップルやグーグルは、働いている方のブランディン

グをする。仲間に来てほしい、といった働きかけをす

るケースが多く、これをエンプロイヤーブランディン

グと言います。こういったことをやっていきたいと考

えています。すべて英語で、個人の結構立ち入ったこ

とまで聞かせてもらい、情報提供していきたい。すべ

ては個人のSNSに展開がつながっている。特にフェ

イスブックやリンクトインにつなげるような仕組みに

なっています。これが、今まで私どもがやってきたこ

とです。

イベント事としては、次は、京都の留学生推進交流

協議会が主催して、京都大学の中で、イベントを開催

させていただきます。これの京都大学版のような感じ

のものを7月に開催します。このような感じで、通年

かけてイベントを展開している。イングリッシュキャ

リアフェアというのも大学の中で、今回開催させてい

ただいたのは、京都大学、京都工業繊維大学、同志社大

学、立命館大学、立命館大学のBKCです。これは私ど

も独自で、京都市国際交流協会等と連携しながら、留

学生だけのキャリアセンター業務をしている場所で

す。

日本企業や大学は、日本語で縛られているところが

あるのではないかと思います。もっと情報提供を多言

語でやってもらいたい。もっと情報を公開することに

より、多様な人材を日本に取り込んでいく。まずは京

都がそういった地域になって、「地方でもできる」とい

うことを示していけるようになれば非常によいのでは

ないかということで今後も活動していきたいと思いま

す。

以上でございます。ありがとうございました。

【戸田】  それでは続きまして、3人目のパネリスト、当社

の三菱UFJリサーチ＆コンサルティングの外国人活躍

推進室　シニアコンサルタントの山村からお話しさせ

ていただきたいと思います。山村は、大学経営、あるい

は大学のグローバル化等に関する研究を主に行ってお
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り、「あるべき留学生の受け入れ態勢」というテーマで、

これからお話しさせていただきたいと思います。

【山村】  ただいまご紹介いただきました、三菱UFJリ

サーチ＆コンサルティング　シニアコンサルタントの

山村一夫と申します。今日はどうぞよろしくお願いい

たします。私は、学校法人や教育関係者専門のコンサ

ルティングの仕事をしています。

たとえば、留学生の調査、どのように獲得するのか

という調査等です。先ほど、世界大学ランキングの話

がありましたが、大学ランキングはどこがどうなって

いるのかということ等です。学長、学部長先生の方と、

学部をどのようにしていくのか、中長期の経営戦略を

どのようにしていくのかというような視点で、仕事を

しています。

特に、教育の視点もありますが、経営の視点で学校

を見つめた時に、どういったことが言えるのかという

ところで、今日も大学における留学生の受け入れ態勢

についてお話しします。

最近、国際関係の部局の方から話をうかがうこと、

相談いただくことが増えており、経営体制に関する課

題、非常に大きな問題を抱えていると日々感じていま

す。具体的に、4つあります。ひとつは学内の温度差で

す。簡単に言うと、協力的な人とそうでない人がいる。

そもそも執行部で、きちんと方針が決まっていないか

ら、部局が苦しい思いをしているという話等です。ま

た、学部が多いところになると、中心の部局が進めて

いる政策と、各学部側が進めているもののサービスエ

リアが全然違っていたりして、全体最適をどのように

図っていくのかという話になってくると思います。

2番目が、業務量が増大していくということ。留学生

数は一段落はしてはいますが、これから送り出しも増

えていく、留学生がどんどん増えていくということに

なってくると、業務量が相当大きくなってくる。それ

をどうやってこなしていくのかというのがよく出てく

る話です。業務にムラや無駄が多いということを、ど

うやって解決するのかということが2番目のテーマに

なってきます。

3番目は、結局量をこなしていくだけでは、頭打ちに

なります。どうやって留学の質を高めていくのか。そ

こを事務部門、大学がどうやってコミットしていくの

かということです。学内の温度差につながってきます

が、留学生を受け入れるということに、これだけメリッ

トがあるということを、学内できちんと発信ができて

いないから、全体最適ができていません。単に量を追

い求めているだけではなく、質をどうやって上げてい

くのかについて、悩んでいるところもあります。とは

言え、業務に忙殺されていて、いろいろ国の政策も変

わっていく中で、それどころではなく、時間が割けて

いないという現状もよく見えてくると思います。留学

生の受け入れの質、満足度は、情報提供の話であった

り、先ほど、仙石さんのお話にありましたが、留学生か

ら話を聞くと、ホームページを見てもあまりよく分か

らない、問い合わせをすると時間がかかり、人によっ

て言っていることが違う、情報がちゃんと発信できて

いないという話もあります。特に留学前のことで言う

と、日本への留学というのは、「金銭的に厳しい人」が

来るという仮説が正しいとすれば、奨学金がどの時期

で決まってくるのかが重要です。その時点で、生活の

予定がたつのか。そういったところが、留学の質であっ

たり、住居のことも、どこに住めるのか、来てみないと

分からない、いくらになるのか分からないということ

もひとつの不安であったりします。大学の受け入れ体

質のひとつではありますが、来られる前にどれだけの

情報をきちんと出していくのかというのは、この留学

の受け入れの質という部分にかかってくると思ってい

ます。この前、シンガポール国立大学に行き、アドミッ

ションオフィスの方と話しました。そこのホームペー

ジを見ると、ありとあらゆることが載っている。もち

ろん、部局に行かないと答えられないこともあります

が、そこはきちんと伝わるようなシステムになってい

る。情報がきちんと載っていることによって、余分な

質問があまり出てこなくなってくる。来た質問が対し
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て、メールのテンプレートが、ほとんどすべて用意さ

れているので、質問に答えるという仕事自体を、給与

の高い専任の担当者ではなく、派遣、パートタイムの

人をたくさん使っています。年間4万件ぐらいのメー

ル問い合わせがあるらしいのですが、それをどんどん

こなしていく。そういった業務改善をして、相当成果

を上げているという話をうかがいました。先ほどの業

務量の話とも関連してきますが、情報をどうやって出

していくのかということをきちんと整理していくこと

によって、留学の質が上がってきます。どんな情報が

ほしいのかというと、住居のことや、何を学べるのか

というような話等、つまずいてくるところというのは

基本的に同じになってくるので、そこを事前に対応し

ていくことが重要です。正しい情報を大学、自治体も、

きちんと、もっと積極的に出していくことによって逆

に中に入った時の問題がものすごく薄くなっていく。

バタバタと現実の対応に追われて、後々の対応になっ

てくるということがなくなってくるのではないかと感

じています。

安部さんがおっしゃられていた、「違いを認めていっ

て、一緒になっていきましょう」というところが、留学

の質を高めるということにもなってきますが、事務や

大学が、そういったところに、どのように仕組みをつ

くっていって、いくらカウンセラー等がいても限界が

あるので、学生同士をそのように馴染ませていって、

価値をつくっていくのかということができると、いろ

いろな問題に先手を打って解決していくことができる

と感じています。最後は、広報、周知等が論点になって

きます。

最近感じているのが、全体の制度設計というのが本

当にできているのかということです。スクリーンには、

スーパーグローバル大学の学部と学科数と大学院生の

比率を投影しています。縦軸は、学部数と学科数。上

にいけばいくほど、総合大学、たくさんの学部・学科

をかかえています。下にいけばいくほど、単科系の大

学になってきます。横軸は、右にいくほど大学院の割

合が多い。左にいくほど学部の割合が多い。全体最適

をとっていくなかで、ひとつの切り口ではありますが、

自分たちがどのポジションにいるのかによって、経営

戦略、全体最適の取り方が変わってくると感じていま

す。たとえば、APUは一番左の下の方にあります。学

部数と学科数が少ない。大学院型というよりは、学部

生型の大学。もともと、国際化というのをベースにし

てつくられていて、いろいろなオペレーションができ

ていくので、全体最適に関して、問題はあまり起こっ

てきません。

一方、緑や青で囲っているところは、学部がたくさ

んある。そもそも国際化するためにつくった大学では

必ずしもない。ところが、国際化というテーマが出て

きて、国としても、学校としても、真正面に取り組ま

なければならないということになっていて、どのよう

にそれを再構築していけばよいのだというのが今の状

態。そういった学校が多いのです。部局がいくらやっ

ても限られているところがある。全体最適、経営戦略

をどのようにしていくのかということを、きちんと再

定義したうえで、何に仕事を集中させていくのかとい

う議論をしていかなければ、世界の中で、選ばれる大

学、高等教育にはなっていかないのではないかと感じ

ています。次のグラフは、縦軸が、日本人に占める留学

経験者の割合。横軸が全学生に占める留学生の割合で

す。APUは、日本人に占める留学経験者の割合はそれ

ほど高いわけではないのです。国際的な学校とそうで

ない学校ということがある。こちらは、先ほどのスラ

イドの点線の枠内を拡大したものです。相関は明確に

は出てこない部分はありますが、日本人がどう海外に

対して馴染んでいくのかという部分と、受け入れの部

分が、どううまくいくのかということが、相互にリン

クしているようなことがあるので、そういった視点で、

どういった全体最適を構築していくのかということを

考えるべきテーマだと感じています。

安部さんの話で印象的なのは、違いを認めて、いろ

いろないざこざもあり、ヒヤヒヤしながらも、やはり
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大事なものは見つけていくのだということに自治体

で取り組んできたということです。大学の国際寮、留

学生宿舎をどのように位置づけていき、活用していく

のかというのも大事な視点なのかもしれません。寮が

あったとしても、単なる宿舎、ホテルのようにしてい

けば、そういった意味合いのことは非常に少ないのか

もしれませんが、教育寮と位置づけ、学生を混ぜてい

く、国際交流の拠点のようなかたちで活用していくこ

とによって、全体最適が図られるという視点もあるか

と思います。今の日本人の国際寮の利用率は、10何％

で、皆が入れるわけではありません。留学生も、寮には

１年入ると出ていかなければならないということはあ

るが、初年時教育というところにきちんと意識づけら

れていて、全体最適ができているので、うまくまわっ

ているということかと思います。

最後は、奨学金の話です。縦軸は、上にいくほど、入

学許可の時点で、奨学金を決めてあげられるところ。

下にいくほど、返事が遅く、入らないと決まっていき

にくいところです。そのように見ていくと、何か傾向

があるわけではないのですが、どこまで先方の事情を

くみ取って、やっていくのかということの表れだと思

います。個別の話になると、本当にたくさんの課題が

あるが、とにかく、全体最適がちゃんとできたうえで

流し込んでいかないと、出戻りや無駄が発生してくと

いうことを感じており、まず今、状況がいろいろ動い

てくる中で、全体最適をどうするのかという議論をき

ちんとできると大学が幸せになってくるのではないか

と感じています。ご清聴ありがとうございました。

【戸田】  ディスカッションに移らせていただきたいと思

います。

３．パネルディスカッション

【戸田】  それではパネルディスカッションを進行いたし

ます。留学生を受け入れるにあたってのさまざまな課

題があります。たとえば、留学前の情報発信の不足、あ

るいは留学中の日本語教育、留学後に企業等で定着す

る際の日本語の支援の不足です。全体最適がなかなか

できていないというレベル感の話等がありました。安

部様からも、地域での受け入れというところで、当初

は反対等もあった中で、乗り越えて現在に至っている

というお話がさまざまございました。こういった課題

がいろいろあるなかではありますが、ここまで課題に

関する話が中心的でしたので、東南アジア・南アジア

の留学生が増加している中で、その中にどんなポテン

シャルが秘められているのかということについて、そ

れぞれ言及していただければと思います。

まず仙石様から、企業でどのような東南アジア・南

アジアのニーズがあるのかについて教えて下さい。

【仙石】  これまでいわゆるグローバル人材と言われる

方々の採用に関しては、あくまでも、日本人の新卒採

用の中の一部でした。これが前提としてあり、一時の、

いわゆるグローバル人材採用はやりのようなところで

採用していた時は、やはり中国、韓国、台湾の人たちが

ベースになって採用されていたという時代が4、5年

前にありました。採用してみたものの、風土に合わな

いということがあり、揺り戻しということに2年ぐら

い前になっていました。留学生を採用することは、そ

もそも日本の会社には合わないのではないかという話

です。ところが、ここ1年ぐらいで、マーケットが東南

アジア、新興国（南アジア含め）に含めて移っていって

いる。マーケットが移っていっているので、その現地

の言葉を話せる、または、そこの文化を理解している

学生がほしいということになっているという状況だと

山村一夫氏
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思います。私どもが、「留学生の採用をしたいですか」

という話をさせていただくと、数年前だと、「中・韓・

台しかいませんよね」という話でしたが、最近になっ

て、東南アジアに進出するので、東南アジア、新興国の

学生がほしいというところは、年々増えています。こ

れのもうひとつのポイントは、日本語縛りということ

ではなく、英語等多言語でのコミュニケーションをと

れる人を積極的にほしいという流れになりつつあるの

ではないかと考えています。

【戸田】  ありがとうございます。そういう意味では、本当

の意味でのグローバルに通用するような人材を企業が

求めてきているというところかと思います。安部様に、

たとえば、他の地域だと、中国、韓国、台湾の留学生、

外国人が中心になっているが、別府の場合、いろいろ

な国籍の留学生の方が来られていると思いますが、東

南アジア・南アジアの留学生ならではの特徴のような

ものはあるのでしょうか。

【安部】  特徴といいますか、日本全体が東南アジア等の人

たちを、就職や働くという対象でとらえる時に、いつも

労働者的なものなら、皆さんすぐに受け入れるが、本

当に彼らに、日本の会社の中で、きちんとした意見等

を言う立場で働いてもらうということになると、日本

の企業がグローバル化というところで、どれだけ対応

できているかというと、悲しいことながら、かなり良

い状況ではないと思います。夢を持って、東南アジア

系の子たちが、素晴らしい知的財産になるような、未

来のリーダーになるような子たちが、日本企業に入っ

たとしても、すごく多くの子が、現状では、グラスシー

リング、日本の企業には目に見えないガラスの天井が

ある。そしてグローバル化、グローバル化と言ってい

るけれど、世界が言っているグローバル化と日本企業

が言っているグローバル化とには、もしかしたら違う

ものがあるのではないかと思います。今、アジアの子

たちは、世界を見て、日本に来ています。アジアの国は

変わってきているので、学校、企業、地域にしても意識

的なものを変えていく必要があると思います。アジア

の国というと日本の方が豊かだと言っていますが、現

状で言っているかもしれないが、未来、次の世代のこ

とを考えていくと、私たちも、もう少し開いた、きちん

と世界を見た中での日本と留学生、東南アジアとの関

係を考えていくべきだと思います。

先ほどのスライド紹介は半分ほどで終わりました

が、彼らが別府で言っていることは、自分たちのため

のことだけを考えて、学生生活を送っているわけでは

ありません。自分たちが別府、日本に何ができるか。自

分にこんなチャンスを与えてくれた場所、自分の愛す

る国、お互いのために何ができるかを考えている。そ

ういった方向に向かう子どもたちが生まれていくとい

うことは、私にとっても、小さな田舎のまちにとって

も本当にうれしい。50年後、100年後の未来に、皆

が育てた種が、どのように育っていくのかとても楽し

みにしています。もちろん、悲しいこともあります。中

国・韓国に日本の事を好きかどうか聞くと、先ほど紹

介したような結果がまだ実際に出ます。今育てている

種が、どういう風に育つかでいろいろなことが変わる

と思います。ミャンマーの学生もたくさんいます。軍

事政権が終わったところで、皆とても元気です。彼ら

も今、いろいろな活動をしてくれていたり、今からの

アジアの未来が、今までの過去と今からがどのように

なっていくか、今の私たち次第だと思っています。

【戸田】  ありがとうございます。今植えている種がどう育

つかということで、非常に長期的な展望を見据えたう

えでの関係づくりというのはとても大切になってくる

かと思っています。そのあたりの話も後半でしていき

たいと思っていますが、その前に、今の安部さんの話

にもあったように、なかなか開いた国、社会、地域づく

りができていないという中で、留学生から見ても、日

本というのがどのように見られているのかということ

は、とても重要になるかと思います。最初に佐藤先生

から、親日の調査もありましたが、今後成長していく

東南アジア・南アジアというのがありますが、今の日

本の置かれたポジショニング、どれぐらい国際的な競



19

第2回地域経営グローバル化戦略シンポジウム╱パネルディスカッション

争力という中、アジアからいろいろな方が留学しよう

としている中で、日本はどういうポジションに置かれ

ているのかということをお話しいただきたいのですが

いかがでしょうか。

【佐藤】  日本の大学は、今非常に厳しい状況です。国際的

に戦っていかなければならない。ランキングなどの話

もありましたが、日本のランキングは必ずしも上がっ

ていない。国際化していかないといけないが、学内で，

皆がついて来るわけではない。言葉の壁は結構大きく、

発信力も小さいという弱みがある。お隣の韓国は、教

育の国際化に熱心に取り組み，日本よりも10年以上

進んでいます。中国の大学もどんどん国際化している。

アジアの他の国がどんどん国際化していく中で、「日本

は変わらなければならない」という掛け声はたくさん

あるが、なかなか実体がついていかないというところ

が現実としてあると思います。しかし、今はクリティ

カルな時期で、スーパーグローバルのような資金をい

つまでも政府がつけてくれるとは思えない。財政事情

が厳しい中で、「あとは自分たちでやって下さい」と、

突き放される時が迫っていると思いますので、どうい

う風に関係者のマインドを変えていくのかというのは

非常に大事だと思っています。

【戸田】  ありがとうございます。山村さんの報告の中で

も、留学生をどう増やしていくのかの戦略やストー

リーがはっきりしていない、全体最適がなかなかでき

ていないという言及がありました。今のお話にあった

ように、東南アジア・南アジアから増えている留学生

を、きちんと取り込んでいく、受け入れていくという

時に、なぜ今うまくいっていないのかということには、

どういった原因があると思いますか。

【山村】  全体最適という視点で話をしたい。一番は大学

の経営戦略として、そこがシャープになっていないと

いうことだと思います。簡単な話、国内は少子化が進

む一方で、東南アジアのGDPはどんどん上がってい

く、経済水準が上がっていくという中で、東南アジア・

南アジアというのは5年後、10年後、ものすごく大事

なお客様になる。そういう位置づけで、そういう種を

まいていったらよいのかという発想で、大学は経営資

源の配分を考えているのか、考えていないのか。考え

ているとしても、それをオペレーションレベルで落と

しこんでいるのか、ということです。一番大事なこと

は、経営陣のマインドセットです。

2つ目のことを言うと、ランキングがなぜこんなに

跋扈しているのかということです。ランキング会社と

いうのは、イギリスの民間企業で、商売としていろい

ろやっています。いろいろな理由をつけて、彼らのラ

ンキングを出していますが、なぜ、ランキングを参考

にせざるを得ないのかというと、中身が見えないから

です。日本の大学がどうなのかはよく分からない。そ

ういう状況の中で、日本に留学に来る人というのは、

日本が好きだから等、別の理由で選んできているとい

う人がいる。大学の中身がこうなっているということ

を、発信していくということは、ものすごく大事です。

それが伝わっていない。海外のランキングが高い大学

で、そこに入学している学生にヒアリングすると、外

はすごく立派、いろいろなシステムがあり、うまくいっ

ている。しかし、現場で働いている事務の部局の人と

いうのは、相談しても自分の仕事しかしないという感

じで、まったく日本のようにフレンドリーでもない。

でも評判としては非常に良く、ランキングというのを

戦略的に活用してやっている。教育なので軽々という

わけにはいかないが、どうやって自分たちのものを伝

えていくのかという視点をもって、動かしていかなけ
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ればならないのかと感じます。

【仙石】  今、話を聞いていて、悲観的な感じに見られてい

ると思いますが、私はそうでなく、そもそも日本の大

学や技術力というのは、すごく良いものがあると思う。

京都も同じだが、すごく良い資産、文化等があるし、教

授陣も素晴らしい方がたくさんいらっしゃると思う。

先ほどシンガポール国立大学の話も出ていましたが、

ビジネスで付き合いもあるので話させていただく。何

が違うのかというと、そもそも持っているものは日本

の大学の方が強いと思う。ただ、発信力がない、見せ方

が悪いだけだと思います。よそはそこに対してすごい

予算をかけているし、世界の人に認めてもらおうとい

うところに、人も金もかけるということをしている。

ここは大きな差になっていると思う。逆に言うとそこ

の部分だけだと思う。なんとなく悲観的な感じだった

ので、私は、ありのままに出せば、もったいないことを

しているのではないかということをすごく感じている

という話です。

【佐藤】  今、仙石さんがおっしゃったことに同感です。仙

石さんのお話の中で、ロールモデルを示すということ

があり、それは、オーストラリアの大学や地域で留学

生の誘致に熱心なところは、Webサイトを見ると、サ

クセスした留学生の写真や談話が出てくる。エンプロ

イヤーのブランディングというのも大事で、留学生に

話しを聞くと、経営者と話をしてこの会社に勤めるこ

とを決めたという人が結構いるので、非常に大事なこ

とだと思います。あともうひとつ申し上げたいのは、

今回、東南アジアのデータを分析して、東南アジアは

経済成長していて、自国で雇用があるので、ゆくゆく

は戻りたいという人の比率が結構多かった。そういっ

た時に、企業として、採用と採用後の配置をどう考え

ていくかということを、もう一度よく考えなければな

らないと思います。

私は、大分県を自分の研究フィールドにしていて、

安部さんのことも以前から存じ上げていますし、大分

県の県庁の人ともいろいろ話をしましたが、大分の企

業に勤めさせて、定着してもらうには、やはり、キャリ

アパス、大分県に勤めた人が将来どうなっていくかと

いう、たとえば、数年大分の企業にいて、母国に戻る

といったようなキャリアモデルを示してあげる必要が

あるという話をうかがいました。彼らのニーズに応じ

た何種類かのキャリアパスを作ってあげるということ

も、長く働いて活躍してもらうためには大事かと思い

ます。

【戸田】  安部さん、別府の状況としては、定着している方

はいるのですか。留学生として来て、そのまま別府で

働く方はいるのでしょうか。

【安部】  実は残念ながら、卒業した後に別府に居続けて、

正社員として就職する人はほんのわずかです。ひとつ

は、皆有能なので、別府の外のネームバリューがある

大きな企業に就職していく。APUは初年度からほぼ

100％に近い就職率で、後輩たちが先輩に憧れるとい

うかたちで続いていっています。私たちも寂しいし、

学生たちも別府で働きたいと皆言いますが、本当のと

ころは、都会の大きな企業で働き、自国に帰った時に、

経験を活かして自国のためにも活躍できる人材になっ

てほしいとも思うので、なんともいえないところです。

サービス業等で、旅行業者等で何人か残っている子た

ちもいますが、実際は、別府に残るというのは少ない

のです。佐藤先生が先ほどおっしゃった大分県がやっ

ている、「めじろんたいし」や「かぼす大使」等の名前

をつけて、そういった子たちに、いつまでもパイプを

佐藤由利子氏
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持ち続けるという活動もしていますし、APUはアルム

ニ（同窓会）がとてもしっかりしていて、各国と今でも

皆つながっていたりします。卒業したが地元で就職が

ない、だから関係が終わりということはない状況には

なっています。ただ現実には、皆が就職する場がある

かと言えば、別府自体にもありません。

【戸田】  ありがとうございました。そういった定着とい

う観点だけではなく、その後のつながり、アルムニ、

APUのアルムニでもあれば、別府市の組織でもあると

思いますが、今日卒業生の方もいらして下さっている

ということで、つながり作りということは、別府では

非常に行われているのではないかと思います。そうし

た時に、先ほどの佐藤さんからも、ゆくゆくは戻りた

いという学生さんが東南アジアの場合多いというよう

な話でしたが、そういった学生に対して、企業はどう

いう目線で見ているのかということを仙石さんにお尋

ねしたいと思います。

【仙石】  今の留学生の方々は、大手企業しか知らないの

で、そこに就職する。ブランド好きという話を先ほど

もしたが、ブランドが好きなわけではなく、日本人よ

りも日本の企業のことを知らない。大手しか情報を発

信していないから大手に就職活動して、駄目だったら

自国に帰るというケースがほとんどです。最終的には、

京都であり、日本でありというところに就職してもら

い、今、3割しか日本企業に勤められないのですが、

せっかく勉強しにきたのに、3割しか日本のために頑

張っていただけないという現状を変えるのに、一番大

事なのは、中小企業の経営者が、もっと中小企業の強

さ・理念を発信するべきだと思います。また、もった

いないという話になるが、京都の会社も別府の会社も

そうですが、地方の中小企業は、力を持っているとこ

ろはすごく持っている。特に京都は100年以上経営し

ている会社が世界で一番多い。100年経営の会社が世

界で一番多い地域なのです。こういうことをもっと発

信することによって、留学生の方も、自分に合った理

念を持っている会社に勤めることができる。また、そ

ういう会社で長く勤めていただくということもできる

ようになってくると思います。まずは、情報をどんど

んもっと発信するべきです。こういった時代だったら、

SNS等が活発になっていますし、留学生はスマホを使

うことが多いため、そういったものを利用して、お金

をかけずとも、どんどんPRできるかと思います。情報

をもっと出してもらいたい。

【戸田】  ありがとうございます。そうしましたら少し、先

ほどもでた話ですが、今後の長期的な関係、つながり

をつくっていくというとことについて、それぞれコメ

ントいただければと思います。大学として、ネットワー

クづくりや同窓会組織のようなものがうまくいってい

る大学はあまりない中で、長期的なつながりを大学と

してつくっていくためにはどのようにしたらよいで

しょうか。

【山村】  ～スライド～　「地方×地方創生型　グローバ

ル連携」新産官学連携モデル

今日の議論を踏まえて、こういうことを考えてほ

しいということを訴えたいと思います。用意していた

わけでは必ずしもありませんが、マインドセットとい

うところで、各大学がいろいろやっていくということ

もありますが、自治体がどういう役割を果たしていく

か。企画の部分が非常に重要ではないかと思っていま

す。地方とどこかの世界がつながっていって、そこの

全体最適を図っていく。つまり、大学は大学、JICAは

JICA、企業は企業でというようにすごく良いことは

やっているが、全体のバランスがとれていないという

ことを、いろいろなところで問題意識として感じます。

たとえば、就職のことで言うと、企業と一緒に大学

が連携して講座をつくっていって、流していくという

こともある。また、地方との関係であれば、日本の企業

がある国に行き、つながりを持ち、そこでも職業訓練

のようなことをしていく。その中で、日本語教育のよ

うなところでのボトルネック等、そもそも情報がちゃ

んといっていない。それは国の役割でもあるかもしれ

ないが、国は国で全体最適をとってもらう。一方で、自
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治体が果たす役割はすごく大きい。別府に人が残って

いないということも、別府の産業と絡んで、どういっ

たことを組み立てることができるのか。APUだけでは

なく、大分というと広くなるかもしれませんが、そう

いう全体最適をもう一度きちんと議論し、位置づけて

いくということのタイミングなのではないかというこ

とを感じています。

【安部】  今、別府にJICAの方たちが、家族で本当にたく

さん来ています。先ほども控室で話しましたが、もち

ろんインドネシア、マレーシアは多いのですが、今は

アフガニスタン、ウズベキスタン、カザフスタン、タジ

キスタン、トルクメニスタン等、初めて聞くような国

からの方たちが、皆さん家族でいらっしゃっていて、

学校の中は、両親が勉強したりして成り立っています

が、来ている子どもたちが国に帰ったり、育って行っ

たりした時に、日本という国がどういう国だったのか、

思い出等が、ずっと種として残っていくと思います。

JICAの方たちのプログラムのサポートもですが、自治

体としては、そこに来ている奥さんたちにハラルフー

ドの料理教室や、子どもたちに自国の踊りを教えても

らう教室をする等、友だちと仲良く一緒に何かいろい

ろなことができる場をつくる。居場所をつくり、彼ら

が変な種を持って帰らないか、今の親が留学している

間ではなく、そこから先まで見て、子どもたちの、次の

子どもたちのことまでを考えながら、今、別府として

は、特別なことではなく、日々のところで、そういう気

持ちで接していきましょうという取り組みを、まちの

皆とさせてもらっています。

【佐藤】  安部さんのお話を補足しますと、JICAというの

は、JICAの開発援助のなかで、たとえば、アフリカか

ら留学生を呼んでくるとか、人材無償協力と呼ばれる、

外務省とJICAで実施している留学生受け入れプログ

ラムがあり、いろいろな国から、今まで留学生が多かっ

た東アジア以外の地域出身の人たちが、かなり別府に

も滞在しているということかと思います。日本の留学

生政策の問題のひとつは、あちこちの省庁でいろいろ

な人たちがさまざまな取り組みを行っていますが、統

一戦略がないということです。山村さんのお話にもあ

りましたように、現地と日本とが連携した、また、日本

の中でも企業と大学と自治体が連携し、ベトナム南部

の日本語学校等とも連携した総合的な戦略をつくる人

が必要だと思います。自治体は今、すごく頑張ってい

るので、ある程度自治体ベースでできるところもある

かもしれませんが、やはり、国としての総合戦略も必

要だと思われます。オーストラリアは教育機関のこと

をインダストリーと呼ぶほど、国際教育が基幹産業の

ひとつなので、国際教育に関する総合戦略ができてい

ますが、日本の場合、全体の戦略をつくって、動かして

いくところが弱い。ぜひ、そういったことを、皆さんで

考えていただければと思っています。

【戸田】  ありがとうございます。それでは、フロアの方か

らひとりか2人ぐらい質問をいただければと思います

が、どなたかございますか。

【聴講者Ａ】  大学の中でも半数が留学生というところで、

私は国際化推進教員を10年ほどやっています。今日、

山村さんからございました、大学におけるあるべき留

学生の受け入れ態勢というのを、実務を通じて10年

ぐらい考えてきています。今日おっしゃっていた、全

体最適の話が具体的によく分からなかったので、お聞

きしたい。たとえば、今回の大学の分類のなかで、本学

だと総合的でかつ研究中心ということになります。留

学生も多く在籍しています。実際、留学生も大学院生

が大半だが、実際各部局でかなりやっているところが

あり、本学のように英語で学位がとれるというところ

と、文学部で日本史を教えているところと、留学生を

受ける元の国や、受け入れ方というのは、全然違って

おり、いろいろな研究分野を抱えている大学だが、そ

ういった場合の全体最適というのは、何をもって全体

最適というのか。単に各部局の最大公約数的なものを

いうのか、それとも実際自分の大学でそういったこと

を考えてみるとよく分からなかったので、もう少し具

体的におっしゃっていただければと思います。



23

第2回地域経営グローバル化戦略シンポジウム╱パネルディスカッション

【山村】  貴学のような場合は、非常に難しい。全体最適と

いうと、学部、部局がたくさんあり、いろいろ混じって

いると、難しいと思いますが、もうひとつ突っ込んで、

本部の部分が、各部局でやっているところをサポート

していくということもひとつだと思います。また、研

究型大学でいうと、将来的には研究室と研究室がつな

がっていき、何かが生まれていき、アウトプットがで

てこないといけないという流れになってきているの

で、研究室と研究室をもっとつないでいくために、さ

らにどんなサポートができるのかというところなのか

と思います。そうなってくると、部局でそれぞれしっ

かりやっているということがベースになってくるとい

う話になる。すみません。分かりにくいですが、分かり

にくいところをどう最適化していくのかというところ

が一番難しい。一方で、縦割りの度が過ぎるというこ

ともあります。そこをどう崩していくのか。ここの部

局に言ったのに全然話が通っていない等、そういった

目線での全体最適もあるかもしれない。

【質問者Ｂ】  今日はいろいろな立場の視点からのお話を

いただいたので非常に刺激をいただきました。今の最

適化も関係あるかもしれませんが、サブタイトルの「い

かに取り込むか」というのが、ちょっと気になってい

て、「取り込むか」をいかに取り除くかが、これから先

いろいろな最適を考えていく時に、大事なのではない

でしょうか。

安部さんの話は良く分かったが、それ以外の立場の

方々が、今日の話を経て、そのあたりのことをどのよ

うに認識してされているのか、お考えをお持ちかを聞

かせていただけるとありがたいです。お願いします。

【仙石】  私は、取り込むかという言葉は、すごく前向きに

とらえています。日本の大学のみならず企業も含めて

ですが、採用の立場ですが、人の採用や、人を活かすと

いうことに関しては、どちらかというと謙虚な立場で、

鎖国的な感じがあるのかというように思っていたの

で、そういったことでは、採用も留学生のリクルート

も同じだと思いますが、どうやって正確な情報をきち

んと提供して、それに見合った学生、もしくは、見合っ

た学生を企業が採用するということの能動的な働きか

けをしていくべきだということでは「取り込んでいく」

ということは、非常に意識の変換になるのではないか

と前向きにとらえていました。

【佐藤】  日本というのは、鎖国の歴史もあり、受け入れる

が、自分があまり出ていかない傾向があったように思

います。留学生も、受け入れは多いが、派遣は少ない。

でも実際は、少子高齢化が進み、国内マーケットが縮

小しているため、企業も人も、もっと海外に出ていか

なければならないステージにきている。先ほど、東南

アジアの人を採用して、彼らの母国も含めたキャリア

パスのようなものを考えなければならないという話を

しましたが、企業の方に話をうかがった時、ソニーの

方が、「元留学生社員の中には結構辞めてしまう人もい

るが、辞めてもソニーの財産だから」と言っておられ、

さすがソニーと思いました。辞めても、その人と企業

がずっとつながっていくと、人材をより広いビジョン

で長期的にとらえるというやり方もあると思います。

ただ、それについてはいろんな意見があり、ある元

留学生にその話をしたら、「そんなことは言ってはいけ

ない。この企業で頑張るのだという認識を留学生社員

にもたせるためには、最初から逃げ道のようなことを

口にしてはいけない。もっと覚悟をもって、その会社

に定着するという思いを抱かせることが大事」という

ことを言っていました。そのように、人によっても受

戸田佑也氏



急増する東南・南アジアの留学生～その活力をいかに日本へ取り込むか～

24 季刊  政策・経営研究　2015  vol.4

け止め方が違うので、彼らのモチベーションを高めつ

つ、彼らのキャリアパスを示しつつ、日本としても外

に出ていきながら、最適な企業の在り方、人材の活か

し方を見つけるというのは、とても難しいことだと思

います。おっしゃった通り、「取り込む」ではなくて、出

て行ってつながっていくというのは大事だと思います

が、簡単なことではないと感じています。

【仙石】  ちょっといいですか。私からは、取り込むことが

姿勢としては大事だという話をさせていただきました

が、まずは、日本の大学は選択肢に入っていないケー

スがあるのではないかと思います。まずは、選択肢に

入るぐらいの、情報ぐらいは提供することをベース

にして、来てほしいのだということは伝えるべきだと

思います。取り込むというところまで、まだいってい

ないのではないかというのが率直なところです。シン

ガポール国立大学は、自分の大学の採用も企業並みに

やっている。全世界から人材を集めるというところで、

採用にすごくお金をかけている。そういったかたちも

含めて、もっと自ら働きかけるような動きをとってい

ただきたいということが、私の希望であり、今後その

ようにしていかなければならないのではないかと思っ

ています。

【山村】  この「取り込む」という考え方がいけないのだと

思う。日本よりすごい大学教育機関がその国にできて、

日本より発展していってというようなスタンスで関

わっていくということが、将来、日本が厳しい状況に

なったところでも日本が生きる道、ポジションをつか

むことになるのではないかと思います。

【安部】  私も留学生として外国の大学を出て就職して勉

強させていただいたので、今日本に戻ってきて、企業

にしても大学にしても、このような戦略ということで

やっていらっしゃるが、このタイトルを見たときに、

逆に大丈夫かなと心配に思いました。企業や大学の在

り方等が、日本はとても独特です。グローバル化、国際

化等と言うが、実際蓋を開けたら、名前だけで、なんと

も言えない状況です。

先ほど、教育というものはインダストリーという話

がありましたが、別府では、観光資源等いろいろな自

然の資源を使って、世界の恒久平和のために寄与する

という戦後にできた条例があります。温泉資源等をつ

かったものに関して言ったのかもしれませんが、今改

めて、この言葉というのが、今私たちがしていること

は、具体的に自分たちにどれだけの活力になるなどは、

はっきりは分からないけれども、これが未来の世界の

恒久平和に何か貢献するものになるのであればと思

う。

今、世界、アジアからきてくれるその活力を、本当

に世界の未来のために、どうやって活かしていくのか

というような考え方でとらえて、私たちがいろいろな

国から預かっている大切な命ひとつひとつを大切にし

ていくこと、それだけが今私たちができることですが、

これが未来の世界の恒久平和に貢献できるならという

ことで、皆で前に向かうようにしています。

【戸田】  最後に30秒ほど、一言ずつパネリストの皆様

に、留学生ひとりひとりが活躍されるような未来への

展望・期待について簡単にコメントいただきたいと思

います。

【山村】  私は、全体最適を責任を持って進めていくという

ことだと思います。

【仙石】  私は先ほど言いましたように、現状持っている

力・資産というものが、それぞれオリジナル性を持っ

ていると思うので、それをもっと世界の若い人たちに、

「日本はこんなにいい」、「京都はこんなにいい」という

こと等いろいろなものを合わせて、発信をしていただ

き、選べる環境をまずはつくっていただければありが

たいと思っています。

【安部】  何かこういう学術的とか、具体的とかはないで

すが、小さなまちですが、アジア、世界の未来を預かっ

ている場所として、人間の尊厳をひとつひとつ丁寧に

扱っていきたい。何のためにという時に、その延長線

上に、日本だけのではなく、皆の笑顔があるかどうか

ということを想像しながら毎日取り組み、続けていく
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こと。未来をみて、皆で進んでいくようにしたいと思っ

ています。

【佐藤】  日本に来る留学生の良さというのは、「日本大好

き」、「別府大好き」という留学生が多い。オーストラ

リアでも聞き取り調査しましたが、インダストリーと

言われるだけあり、留学生は日本に比べ、あまりオー

ストラリアのファンになっていない。オーストラリア

の人たちにさほど親近感を持っていない。

ところが、日本の場合は、日本に愛着を持つ留学生

が多く、それはとても日本の強みだと思います。彼ら

が、4年間または2年間、楽しかった、良かったという

経験が、彼らが卒業してからずっと続く。ということ

は、彼らが日本にいる間に大切にするということを、

大学だけではなく、地域でも実践することが、非常に

重要だと思います。大切にした人材が、日本の財産に

なっていく、そこがわれわれの原点かと思います。た

だ、留学生が来る前と、来た後の部分の政策が弱いと

思うので、そこをぜひ、皆さんで考えていっていただ

きたいと思います。

【戸田】  ありがとうございました。それではこれでパネル

ディスカッションを終了とさせていただきたいと思い

ます。質問して下さった皆さん、ご聴講の皆さん、パネ

リストの皆さんも誠にありがとうございました。パネ

リストの皆様は、ご降壇下さい。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


